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放射線利用秘話 
 

               放射線教育フォーラム  田中 隆一 

 

半世紀をさかのぼる昔の話である。戦後米国統治下に置かれていた沖縄の本

土復帰を記念して、当時の沖縄で農業振興の障害となっていた害虫ウリミバエ

を沖縄本島から一掃し、ウリ類の本土出荷を可能にするとともに、ウリミバエ

の本土上陸を未然に防ぐための国策プロジェクトが実施された。大量に増殖し

た幼虫を放射線照射によって不妊化し、その成虫を本島全域に放し飼いする方

法でこの大目的を達成した。筆者はその放射線照射の技術開発に関わってい

た。この成功話は、約２０年前、当時人気だったNHKテレビのプロジェクト

Xシリーズで取りあげられ、国民に広く知られるところとなった。 

 何億匹もの成虫をヘリコプターで沖縄本島の山野に散布したが、投与する放

射線量の最適化によって正常に交尾するが子孫を生まないことが要求された。

放射線照射は公害の原因となる薬物を使わずにこの要求を短期間で達成できる

絶妙な手段であった。プロジェクトの成否は放射線利用の選択が鍵であった。 

 しかしながら、プロジェクトXの放送では、“がん治療に使われているコバルト60を用いて”と語られ、 

“放射線”という言葉は発せられなかった。コバルト60は放射線が関わる用語であることを知る人は当時も多

かったと思うが、科学技術の説明としては不明瞭である。“放射線”という言葉を番組制作者が意図的に避けた

としか考えられない。 

 なぜ、避けたのか？そのワケを推理するには、プロジェクト成功のもう一つの鍵であった幼虫の大量増殖に

言及する必要がある。沖縄の若い研究者たちの献身的な努力によって幼虫の大量増殖が実現されたことに番組

制作者は焦点を合わせたことを指摘したい。本土復帰への想いを沖縄の人々と共有する青年たちの尽力が実を

結んだ熱いドラマに仕上げるには、“放射線”という言葉がその美談を損なう汚点のような存在になりかねない

と躊躇し避けたと推理する。そんなワケで、“放射線”を忌み嫌ったために、プロジェクトX放送ではこのプ

ロジェクトの科学技術的な核心をスルーせざるを得なかった。 

 この躊躇の背景には原爆被災に関わるコミュニケーションを媒介として社会的に形成された放射線への人々

の恐怖感や嫌悪感があったと容易に推察される。しかし、プロジェクトX放送から20年後の現在では、放射

線を利用する様々な診断･治療は当たり前のように広く普及しているだけでなく、12年前に復活した中学校理

科における放射線学習が教育現場で広く定着しつつあるので、3.11事故の影響を考慮しても、“放射線”忌避の

社会的風潮は薄れてきたように思う。 

今から見れば、プロジェクトX放送における“放射線”忌避は過去の所産と言ってよいかもしれない。しか

しながら、農工業分野において放射線を利用した産物については、放射線が関わっていることを現在でも公表

したがらない事例が依然としてあるのも事実である。正しい理解を目指す息の長い教育活動を地道に続けてい

く必要があると考える。 
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ラドンと地震 

                        神戸薬科大学   安岡由美 

 

（1）はじめに 

 今回の講演のおもな内容は、本ニュースレター

［1］に、すでに掲載している。今回は、このテーマ

に関係している論文等を紹介する。 

（2）ラドンについて 

ラドンといえば、ラドン温泉が有名であるが、環境

省の鉱泉分析法指針［2］の中の鉱泉の定義にラド

ンは掲載（P1）されており、ラドンの定量も掲載

（P28–38）されている。屋内外の日本のラドン濃度に

ついては、日本分析センターが公表している［3］。

身の回りの放射線の一つとしてラドン（222Rn）及びト

ロン（220Rn） の吸入による内部被ばくについてのス

ライドが分かりやすい［4］。国際機関としては、ラド

ン被ばくに対する放射線防護（ICRP Pub.126）［5］

や、屋内ラドンハンドブック（WHO）［6］があり、ラド

ン低減に関する消費者ガイド（アメリカ環境保護庁）

［7］も公開している。ラドンの国家標準についての

調査報告もある［8］。 

（3）地震前のラドン変動 

  地震の先行現象として世界的に注目された例

は、ソ連のタシケント地震（1966年・M.5.5）前の地下

水中ラドン濃度変化である［9］。伊豆大島近海地震 

(1978年・マグェチュード7.0)前のラドン濃度異常に

関するデータは特に有名である［10］。このデータ

は国際地震学及び地球内部物理学協会の地震前

兆リスト（参考文献［11］の図1）にも登録され、ラドン

の変動が他の観測点の地下水位変化や体積歪変

化とも良く対応した信頼度の高い地震先行現象とし

て評価されている。ラドン観測と地震予知と題して、

脇田先生がまとめられた総説がある［12］。 

（4）兵庫県南部地震 

 兵庫県南部地震に関する概要、調査、報告書が

気象庁［13］、国土地理院［14］から公開されている。

では、「この地震は、予測されていたのか？」という

ことについて、1974年6月26日の神戸新聞の夕刊に

は「神戸にも直下型地震の恐れ」［15］と見出しが出

ていた。そして、防災関連の研究所では、地殻歪等

が地震発生前から測定されていた［16］。兵庫県南

部地震前の前兆現象として有名なのは、五十嵐先

生らが測定した地下水中のラドン濃度がある［17］。

また、市販の六甲の地下水中の塩化物イオンの変

動の解析は、地震後に収集できる地震前のサンプ

ルとして、これ以降発生した地震においても同じ手

法が使われている［18］。上記を含む兵庫県南部地

震直前の地球化学的異常現象が、地震予知連絡会

の報告書にある［19］。 

また、地震に伴う電磁気現象に注目しているチー

ムがある［20］。活断層付近の地球の地殻からのラド

ンやその他のガスの増加した放出が、大気境界層

と地球の電離層に与える影響についてPulinets ら

が書籍を今年、発刊している［21］。この書籍に関す

る内容の一部が映像で紹介されている［22］。 

(5)地震前の大気中ラドン濃度変動 

兵庫県南部地震前の大気中ラドン変動を用いて、

地震の発生時期を予測できないかというテーマに

ついて、放射線医学総合研究所からプレスリリース

をしている［23］。石川氏による「地震とラドン濃度異

常」についての総説がある［24］。また、本研究チー

ムで執筆した論文集を刊行している［25］。兵庫県

南部地震前と東北地方太平洋沖地震前の大気ラド

ン濃度変動について日経サイエンスに掲載してい

る［26］。 
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アプローチを変えることによる生徒の考え方の変化 

～エネルギー資源のベストミックスを考える活動をとおして～ 

栃木県小山市立豊田中学校 島田 雅人 

 

中学校では２年生時に電流の正体を学んだ後

放射線の特徴について学ぶ。しかし、放射線とは

どのようなものなのか、私が教壇に立っている学

校の教科書には全く示されていない。これでは全

く放射線がブラックボックス化された状態である。

医療や農業、工業等での利用については述べら

れているが、利用できる理由は全く触れていない。

３年生になれば、原子のつくりを学び、同位体に

ついて学習した後であればもっとわかりやすいの

かも知れない。そこで、より良い放射線の理解に

つながる授業方法があれば、ブラックボックス化せ

ずに説明できると考え、授業を組み立ててみた。 

まず、原子を学ぶ際に陽子・中性子・電子につ

いて学習し、陽子の数が元素の性質を決めている

こと、原子は中性子の数によって安定したものと、

放射線を出す不安定なものとがあることなどを簡

単に授業で扱う。これらのことにより、２年生で学

習する周期表の理解も進む。ここで陽子や中性子

について学ぶことはとても重要であると考える。 

電磁誘導を学習後、金属板に電子があたること

で X 線が発生する。この内容を導入として放射線

の基礎知識を学ぶことを検討した。この方法を用

いると単元が無理なく展開できる。 

放射線学習の進め方は以下の通りである。 

① 放射線と放射性物質の違いを知る 

② はかるくんによる放射線量の測定によって

自然放射線があることを理解する 

③ 特性実験セットを使い放射線の特徴を調べ

る 

以上を学習内容に加えることにした。これにより、

基本的な放射線の知識を得ることができ、実験

を行い、その結果から「時間、距離、遮蔽」につ

いての理解ができる。どうしても座学になりがち

な放射線の学習も、実験を行うことで実感を伴

った理解につなげ

ることができた。 

普通であればこ

れで２年時の学習

はこれで終了する

わけであるが、この年はコロナウイルス感染予防

対策で学校行事が削減されたため、時数に余裕

があり、さらに３年生の内容を前倒しして、発電に

ついての学習を行うことにした。 

これは、放射線の最大の利用は原子力発電で

あることが理由である。また、原子力発電を学ぶだ

けでは、他の発電との比較ができないことから、主

要な発電の方法を学んだ後、それぞれのベネフィ

ットとリスクについての学習を行った。 

そして、学習のまとめとして未来（2030 年）のエ

ネルギーミックスを考えさせることで、自分の身近

な問題として考えさせた。 

３年時にはエネルギー資源の活用として原子力

発電を学ぶ。ここでは２年時とはアプローチを変え、

SDGs を利用して学習を進めた。SDGsには 17の

目標がある。この目標を利用して、発電に関係す

る目標をピックアップし、問題点や利点を目標ごと

に並べた。１つ１つの事象をクローズアップさせる

ことにより、シンプルな形で問題に向き合うための

ツールとして利用しようというわけである。問題を

把握できれば、方向性を定めて議論を進めること

ができる。たとえば、原子力発電

の災害や火力発電の温室効果

ガスの排出、太陽光パネルの廃

棄などは、SDGs の１２番の目標

である『作る責任・使う責任』にあてはまり、これら

について調べ学習を行いながら解決へと導く方法

をまとめさせた。このことにより、１つの事象につい

て、生徒自身の考えを深めながら学習を進めるこ
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とができた。さらに東京電力に出前授業をお願い

し、生徒の考えを確認するとともに新しい情報に

触れることで今までの学習の振り返りをすることが

できた。 

出前授業の内容は 

① 本日のねらい 

② 講師紹介 

③ 東京電力について 

④ 環境問題と SDGs 

⑤ 脱炭素の流れ 

⑥ 2050年カーボンニュートラルの実現に向けた

事業者としての取組 

⑦ エネルギーの安定供給と防災対策 

⑧ 自然環境との共生 

で行っていただき、そのあとの時間で生徒に再

びベストミッ

クスを考え

させた。こ

れは、２年

時とアプロ

ーチを変え

たことで生徒の考えに変化が起きるのかということ

と、たくさんの情報をうまく処理できているのかを検

証するためである。やはりここでも経済活動と使う

側の責任とのバランスを苦慮しながらのベストミッ

クスの作成となった。全体としては再生可能エネ

ルギーを活用しながら原子力発電や火力発電を

使っていくプランを作った生徒が多かったが、期

限を定めて、すべての電源を再生可能エネルギ

ーへと置き換える展望を持つ必要について訴える

生徒もいた。 

２年時の授業の感想として目立ったのは「電気

を作ることはたとえ再生可能エネルギーであって

も、環境によくない影響を与えているので、まずは

節電をしたい。」という内容であった。電気の無駄

遣いは当然のことながらよくないことである。しかし、

電気を使わないことは経済活動

を止めることにもつながる。３年

時の学習で SDGs の目標８番目

『働きがいも経済成長も』を選択

した生徒たちは、節電だけでは解決できないこと

に気づき、新しい技術革新について調べたり、ベ

ストミックスを決めるときは慎重にパーセンテージ

を相談し合ったりしていた。 

今回の取組を通して、２年間にわたって生徒の

成長を見ることができた。３年時にアプローチを変

えて考えさせたたことで、さらに深くアプローチで

き、話し合いによってさらに広くものをみていたよう

である。また、前述したベストミックスを考える際、

現状から何がベターになるのかではなく、強い意

志で再生可能エネルギーの利用を進めなくては

ならないと考えた生徒は、自分事として真剣に発

電と向き合っていたからこそ言えたことではないか

と思っている。 

 最後に、３年時の取組では東京電力パワーグリ

ッド株式会社業務統括室環境総括グループ中川

様栃木南支社企画総括グループマネージャー成

田様をはじめ、東電の方に足を運んでいただいた。

コラボ授業の内容について、生徒に知らせたいこ

とや考えさせたいことについて何度も打合せを行

って実現することができた。授

業づくりに真摯に取り組む態度

は感謝の念に堪えない。ステー

クホルダーとのつながりによって

事業者の思いを感じながら生徒も自分の思いを

強くする。そして、生徒の学びにとどまることなく、

事業者としても自分たちの事業が理解されている

かを見直す良いきっかけになるとするならば、双

方向の取組として意味のある授業であったと考え

ている。
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放射線教育フォーラム令和 4年度第 3回勉強会 

 

2023年 2月 26日 (日) 13:30~16:00 (オンライン開催 [Zoom])  

 

【開催趣旨】 

 中学校で昨年度から実施されている新学習指導要領に基づく放射線の授業では、放射線の

理解を深めるために、放射線に関する基礎的事項の説明にとどまらず、放射線への興味を喚

起するための授業も求められている。今回の勉強会では、研究用原子炉により得られた成果

と「もんじゅ」サイトに設置される新試験研究炉を含む研究炉の現状と今後の動向について

の紹介、福島県立医科大学先端臨床研究センターが東日本大震災からの復興事業の一つとし

て取り組んでいるアルファ線放出核種を用いたがん治療薬の開発研究の紹介、さらに、新学

習指導要領の完全実施にともなう中学校における放射線教育の授業事例の報告を取り上げた。 

 

【プログラム】 

開会挨拶（13:30~13:40）工藤博司理事長 

 

講演１．京都大学研究用原子炉の現状と今後              （13:40~14:20） 

中島 健（京都大学複合原子力科学研究所） 

京都大学複合原子力科学研究所の研究用原子炉 KURは、1964年に設置されて以来、約 60

年にわたり大型の中性子源として共同利用研究に供されてきた。本講演では、研究炉の現状

と今後の動向について述べる。 

 

講演２．福島県立医科大学先端臨床研究センターの歩み 

－アスタチンと抗がん剤－                （14:20~15:00） 

城寶大輝（福島県立医科大学 ふくしま国際医療科学センター  

先端臨床研究センター） 

福島県立医科大学先端臨床研究センターにおけるアルファ線放出核種を用いたがん治療薬

の開発と福島国際研究教育機構（F-REI）との連携について紹介する。 

 

休憩（15:00~15:10） 

 

講演３．中学 3年間の放射線教育の授業事例と放射線教育を行う上での問題点、要望・希望 

（15:10~15:50） 

                 奈良 大（愛知教育大学附属名古屋中学校） 

平成 29 年告示中学校学習指導要領の完全実施をきっかけに、これまでに取り組んだ放射

線教育の授業事例を報告する。また、自身の周りの理科教員の声を中心に、放射線教育を行

う上での問題点、要望・希望もお伝えする。 
 

閉会挨拶（15:50~16:00）柴田誠一副理事長 
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講 演 要 旨 

 

講演１．京都大学研究用原子炉の現状と今後  

                    中島 健 

京都大学複合原子力科学研究所には、出力 5MW の研究用原子炉 KUR が設置されてい

る。KURは、1964年に稼働して以降に、約 60年にわたり主に大型の中性子源として、幅

広い分野の共同利用研究に供されてきた。 

原子炉とは、ウラン等の核燃料を用いて核分裂連鎖反応を起こす装置である。発電用原

子炉ではこの連鎖反応で発生する熱を利用して発電を行っているが、研究用原子炉では、

核分裂で発生する放射線の一種である中性子を利用する（中性子以外の放射線を利用する

場合もある）。中性子は電荷をもたない粒子であり、物質を透過する能力が高いが、物質

（核種）によっては、吸収や散乱といった反応を起こす。特に、軽い元素である水素との

研究用原子炉では、このような中性子と物質（の原子核）との反応を利用して、物質の構

造を調べたり、物質を変化（放射化など）させたりしている。 

KURでは、これまで物理学、化学、生物学、工学、農学、医学等の多岐にわたる分野の

実験研究が行われており、多くの成果をあげている。例えば、小惑星探査機「はやぶさ」

が持ち帰ったサンプルの分析や中性子を使ってがんを治療するホウ素中性子捕捉療法

（BNCT）の開発などがある。BNCT の研究では、KUR での成果をもとに、当研究所で治

験を行っていた加速器 BNCT が厚生労働省の承認を得て、2020 年からは国内 2 か所の病

院において、保険診療が開始となっている。 

しかしながら、2011年 3月に発生した福島第一原子力発電所の事故を契機に、原子力規

制が大幅に強化され、大学等の研究用原子炉もその対象となった。また、大学法人化以降、

大学の運営費と人員の削減が続き、KURのような大型の原子炉施設維持管理が困難な状況

となってきている。さらに、使用済燃料処分の問題や施設の老朽化への対応も必要となっ

てきた。このような状況を踏まえ、京都大学では、KUR の運転を 2026 年をもって終了す

ることを決定した。その一方、国は、廃止となった高速炉「もんじゅ」のサイト内に、新

たな試験研究炉を設置することを決定し、文部科学省の公募事業として概念設計を開始し

ている。当研究所は、日本原子力研究開発機構、福井大学とともに、中核機関として概念

設計に参加している。 

本講演では、KURのこれまでの成果等を紹介するとともに、「もんじゅ」サイトに設置

する新試験研究炉を含む研究炉の現状と今後の動向について述べる。 

 

講演２．福島県立医科大学先端臨床研究センターの歩み －アスタチンと抗がん剤－  

                           城寶 大輝 

福島県立医科大学先端臨床研究センターは東日本大震災からの復興事業の一つとして、

放射線のプラスのイメージを膨らますべく、アルファ線（α線）放出核種アスタチン(211At)

を使用したがん治療薬の開発を進めています。α線はエネルギーが高く、飛程が短いとい

う特徴から強い細胞障害性が認められています。そのためα放出核種は危険な RI として
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怖がられてきました。しかし、その性質を逆手にとって、がん細胞だけに特異的に集まる

薬剤に利用すれば、がん細胞だけを狙って攻撃することが期待できます。近年、欧米で薬

物治療やβ線放出核種による治療で改善できなかった前立腺癌の全身転移患者に対して、

α線放出核種アクチニウム(225Ac)を使用した薬剤を投与することで全身の前立腺癌細胞を

顕著に消失させることができたという論文が報告されました。そのため、225Ac は世界的に

注目されていますが、現状では大量製造が難しく、日本においては入手することが非常に

難しい状況です。しかし、211At を生成させる核反応に必要なスペックを持ったサイクロト

ロンさえあれば国内でも 211Atの製造は可能なことから、2018年、本センターに 211At の製

造可能なサイクロトロンを導入し、続く薬剤合成、動物評価さらに臨床試験に必要な施設・

設備が整備されました。そして 211At を使用した薬剤の 1 つとして悪性褐色細胞腫治療薬

mABGの開発に着手し、その製造法を確立して、小動物での体内動態や有効性・毒性を評

価し、倫理委員会や医薬品医療機器総合機構（PMDA）での審議を経て、現在、医師指導

治験を実施中で、1 例目が終了したところです。本講演では、この治験に至るまでの苦労

話（211At の取り扱い方、ターゲットの改良、211At 精製法の改良、薬剤製造装置の開発、治

験に向けた資料の作成法など）や問題点（薬剤の品質規格の決め方、動物実験の進め方）

を克服してきた内容のいくつかを紹介します。 

また、令和 5 年度から始まる福島国際研究教育機構（F-REI）の 5 分野の中の第 4 分野

「放射線科学・創薬医療（アルファ線放出核種等を用いた新たな RI医薬品の開発）」との

関係（研究内容や人的交流・資金的サポートなどのいろいろな連携）について、期待して

いることや心配していることについてお話したいと思います。 

 

講演３．中学 3年間の放射線教育の授業事例と放射線教育を行う上での問題点、要望・希

望 

                奈良 大 

 平成 29年告示中学校学習指導要領の完全実施により、中学 2年生から「放射線」を取り

扱うことができるようになったことで、従来に比べ、発達段階に応じて放射線の指導がで

きるようになった。また、私は現在愛知県で教鞭をとっているが、東北地方の出身である

ということもあり、福島第一原子力発電所の事故以後の放射線教育にはもともと興味があ

った。これらをきっかけに、これまでの数年間で私自身が取り組んだ放射線教育の授業事

例を、以下の 3つに分けて報告する。 

① 放射線教育を中学 3年間で見通して実施することの意義とこれまでの授業実践 

② 観察・実験も含めた中学 2年生でのこれまでの授業実践 

③ 義務教育段階での放射線教育のゴール設定とこれまでの授業実践および今後の展望 

①では、小学校中～高学年につれ、だんだんと放射線について取り扱う場面が増えてい

るというデータがあるにも関わらず、中学 1 年生で放射線について取り扱う場面が減って

しまい、中学 2・3 年生でさらに増えていくという実態がある。そこで、中学 1年生におい

て、放射線を取り扱う単元なども考慮しつつ、中学 3年間を見通した放射線教育の授業事

例を紹介する。 
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②では、放射線の科学的な理解を促すため、「透過性」「電離作用」などの基本的な性

質を調べる観察・実験について、中学 2年生の授業事例を紹介する。単に放射線の性質を

捉えさせるだけでなく、仮説（実験仮説）を立て、それを検証する意味を理解させること

を通じて、なぜその方法で検証するのかも捉えさせることを目指した授業事例も紹介する。 

 ③では、放射線教育の義務教育段階でのゴールを「高レベル放射性廃棄物の地層処分に

ついて考えること」に設定し、これまでに行った中学 3年生の授業事例を紹介する。また、

理科の授業の中で、福島県の高校生とオンラインでつないで「福島の現状」についての同

年代の生の声を聞かせていただくことを授業にとり入れたり、高レベル放射性廃棄物の地

層処分について、オーセンティックな文脈で考え、自分事にできるような資料提示や授業

展開の工夫をしたりするなど、今後の展望も述べさせていただく。 

 最後に、私自身の周りの理科教員の仲間に「放射線教育」に対するアンケートを実施し

た結果を基に、放射線教育を行う上での問題点、要望・希望をまとめ、お伝えする。私の

提案から放射線教育フォーラムのみなさんと話し合うきっかけになればありがたい。 

 

 

 

 

 

 

～ 放射線教育ニュース ～ 

放射線教材コンテスト 

コロナ禍が長引いて放射線教育啓発への意欲が滞りそうな昨今ですが、従来よりもわか

りやすい発想による「放射線教材コンテスト」((公財)日本科学技術振興財団が毎年主催)が

新しい試みとして、いま注目を集めています。新学習指導要領が目指す「主体的・対話的

で深い学び」の視点から、放射線について学ぶ児童生徒の思考力・判断力・表現力を育む

アクティブ・ラーニング教材を、放射線(教育)分野等を専攻する大学生、大学院生、専門学

校生などを対象に応募しました。応募教材の審査を経て、優秀教材の実演を含む 2022年度

放射線教育発表会が、放射線教育に取り組んでいる方々の情報交換、研修の場も兼ねて、

年末の 12 月 28日に盛大に開催されました。 

今回のコンテストにおいては、11件の優秀教材の中から、宮城教育大学グループによる

「スライド資料で学ぶ放射線利用の場面解決型教材」(代表者：関 遥香)を NPO 法人放射

線教育フォーラム特別賞に選定しました。この受賞は地元の２月７日の河北新報に大きく

報道されました。 

審査委員長の鈴木崇彦先生(元帝京大学教授)は「皆さんの工夫した放射線教材が学校現

場で活用され、子どもたちの心の中にあるキャンパスに放射線のイメージが広がっていく

未来を心から願っています」と語っています。             (田中隆一記) 
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《会務報告》 

日時 名称 開催場所 出席者数 

2022年 11月 20日(日) 2022年度第 2回勉強会 オンライン 49名 

2022年 12月 4日(日) 2022年度第 6回理事会 同上 10名 

2022年 12月 4日(日) 2022年度第 4回編集委員会 同上 8名 

2023年 1月 15日(日) 2022年度第 7回理事会 同上 10名 

2023年 2月 19日(日) 2022年度第 8回理事会 同上 12名 

2023年 2月 19日(日) 2022年度第 5回編集委員会 同上 8名 

≪ニュースレター原稿募集のご案内≫ 

 編集委員会では、会員の皆様からの寄稿をお待

ちしています。「会員の声」は、学校教育の場での

体験談、新聞・雑誌の記事に対する感想、研修会

等への参加など、多少とも放射線･原子力・エネル

ギーの関係するもので、1000 字以内です。「放射

線ものしり手帳」は難しい話題を面白く親しみやす

い読み物で解説するもので 2000 字以内。「書評」

は最近刊行された本の紹介で 2000 字以内。投稿

は原則として電子メールでお願いします [送付先 

(編集委員長) yoshimune.ogata@aichi-med-u.ac.jp。

発行は、3 月、6 月、11 月の年 3 回です。ニュース

レターへのご意見や特集記事などの提案も歓迎い

たします。 

《「放射線教育」誌の原稿募集案内》 

  放射線教育フォーラム発行の論文集「放射線教

育」では、広く放射線教育に有益と考えられる内容

の論文[研究報告、ノート、総説、解説]、資料、意

見、諸報を募集しています。論文は編集委員会で

の審査を経て掲載されます。「放射線教育」は、年

１回３月末に発行されます。原稿の締め切りは、１

月３１日です。論文に含まれる図表は原則として白

黒とし、編集委員会が認めたときに限りカラーの使

用を認めます。カラーページの印刷費は、原則と

して全額を投稿者に負担していただきます。投稿

論文は 編集委員長に電子メールの添付ファイル

でお届け下さい。CD 又はDVD の場合には、NPO

法人放射線教育フォーラム事務局宛に送付して下

さい。投稿規程は、放射線教育フォーラムのホー

ムページから「刊行物」のページにある過去の「放

射線教育」誌中に記載されています。別刷りは有

料となります。（詳細は事務局にお問い合わせくだ

さい）。投稿規程は、の詳細は事務局にお問い合

わせください）。 

≪編集後記≫ 

関東大震災後100 年となる今年、トルコ•シリア大

地震が発生し多くの被害がでた。我が国も大地震

が近いといわれ他人事ではない。放射線利用の

一環であるRnと地震の講演の論文が紹介された。

Rn の地震予知と他の方法と共に監視体制構築を

全国に広げるよう一層のご尽力をお願いしたい。

また、放射線教育の一例が紹介され、子供たちは

感覚的に物事を考えがちの中、エネルギー資源を

通して自ら調べ、考え、意見を述べる指導に感じ

入った。日本科学技術振興財団による放射線教材

コンテストに新たに放射線教育フォーラム特別賞

が設けられ、選考が行われたことは大慶です。 

（細渕安弘） 

NPO 法人 放射線教育フォーラム編集委員会 

緒方良至（委員長）、柴田誠一(副委員長)、 

田中隆一、細渕安弘、畠山正恒、大森佐輿子、

皆川喜満 

事務局：〒110-0015 東京都台東区東上野 6-7-2  

萬栄ビル 202 号室 

Tel: 03-3843-1070   FAX: 03-3843-1080 

E-mail: forum@ref.or.jp  HP: http://www.ref.or.jp 
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